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【ひまわりプロジェクト～成長・継続～】
昨年度、ひまわりプロジェクトで龍ケ崎市の特産
品や伝統行事などをまとめた「絆カルタ」を作成し
ました。今年度は作成された龍ケ崎市のPRポイ
ントの地図にホームページなどでそれぞれの紹
介が音声で案内されるように進めています。10月
12日（木）の放課後には生徒会メンバーにて紹介
文の英語と和訳を収録する作業を行いました。

【学校指導訪問　芸術（音楽）】
県教育委員会より戸邊指導主事をお迎えして、音楽の
授業改善に伴う研究授業が行われました。曲のパター
ンを学び、その後グループに分かれてペンタトニック
（黒鍵盤の５音）を使って、実際に作曲活動を行いまし
た。初めはかなり苦心していた様子が伺えましたが、
大林先生の指導を受け、生徒たちは少しづつ、コツを
掴んでいきました。１グループが、ほぼ完成し、「たった
５音でも曲が作れた」「作曲という新しいことに挑戦で
きて、曲のいままでと違った聞き方ができた」という声
があがりました。

【１学年　生物基礎　実験の様子】

１学年　生物基礎の実験が行われました。
酵素の働きを学び、実際に鶏のレバーを使っ
て酸素が発生する様子を確かめます。
薬品や火、道具を丁寧に慎重に扱い進める
ことができました。

【翔南祭を終えて～実行委員長あいさつ～
この２日間で、仲間たちと沢山協力し、多くの準備や当日の
作業などをしてきました。こういった経験を積み重ね、クラス
の絆がより一層深まったことと思います。今年は４年ぶりに
事前登録制という方法をとり、一般公開にこぎつけました。
実行委員長として、たくさんの不安もありましたが、実行委員
のメンバーや先生方のお力添えを頂き、無事成し遂げること
ができました。そして、各クラスの皆さんが一丸となったこと
が、２日間の翔南祭を成功させた一番の理由だと思っていま
す。本当に、ありがとうございました。。最後になりましたが、
ご協力いただきました父兄等関係者の皆様、昨年度卒業生
の皆様に、この場をお借りしてお礼申し上げます。ご協力、
ご来校いただき、本当にありがとうございました。
翔南祭実行委員長　木村　元乃

【龍ケ崎市のトレカ企画に、竜南生徒が参加】
龍ケ崎市のトレーディングカード作成企画「令和５年度
SDG’ｓヒーローを作って起業家に⁈地方創成ワーク
ショップ」に竜南生が参加し、この度、１１月３日にお披
露目会が行われました。龍ケ崎市の萩原市長より「奨
励賞」を、日本地方創成SDG’ｓ協会より「終了賞」「認
定賞」をそれぞれいただきました。（１年　伊藤連／城
ノ内中出身）（２年　佐藤和真／取手一中出身）（２年
髙橋凌空／城西中出身）箕輪校長先生に受賞の報告
をし、短い時間でしたが、カードゲーム談議で盛り上が
りました。
「自分で自ら「やりたい」と思って、参加を決めたこと
が、何よりすばらしいことです。」と賛辞を頂きました。

【さわやかマナーアップキャンペーン参加】
１１月１日　龍ケ崎市駅　東口にて、さわやかマナー
アップキャンペーンに参加いたしました。「いばらき教
育の日」及び「いばらき教育月間」の関連事業として、
学校・地域社会が主体となり、最寄り駅等であいさつ
運動等合同キャンペーンとして実施するものです。「自
分から挨拶をすると気持ちいい。ぺこっと会釈を返して
くれるだけでもうれしかった」（１年　海老原陽愛／取手
二中出身）「小学生の頃もあいさつ運動はやったが今
回は挨拶の対象が一般の大人の方だったため、少し
緊張した。でも、大人の方から挨拶を返してもらると感
動した。」（１年　鈴木輝鏡／取手一中出身）龍ケ崎市
に、挨拶の輪が広がりますように。

【あいさつ運動】

生徒会では、毎週水曜日の朝、竜南正門前で、
あいさつ運動を行っています。
今日は、雲一つない澄み切った青空の下、登校
してくる生徒たちに元気な「おはようございま
す！」を、声掛けました。
生徒会役員、教員も含め、一般の生徒さんもぜ
ひ参加してください。

【茨城県南地区生徒図書委員研修会に参加して】

１１月２日（木）土浦市立図書館で、茨城県南地区生徒
図書委員研修会に、本校図書委員メンバーの３名が
参加いたしました。土浦市立図書館長のごあいさつの
後、生徒は館内を見学し、その後３つの分科会に分か
れ、研修をいたしました。竜ヶ崎南高等学校は、「おす
すめの本を紹介する」に参加し、３名が１冊ずつ各自
でおすすめの本を紹介しました。（３年　飯泉咲葵／取
手二中出身）（２年　吉添陽登／谷田部東中出身）（１
年　大森美月／永山中出身


